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平成２９年２月１０日 

 

新宿区長  吉住  健一 様 

 

平成２８年度実施の協働事業提案制度による協働事業について 

次のとおり評価しましたので、報告します。 

 

新宿区協働事業評価会 会長  久 塚  純 一  

協働事業評価会委員 

  委員の区分 氏  名 職        名 

１ 学識経験者 
会 長 

久塚  純一 
早稲田大学社会科学総合学術院教授

２ 

非営利活動団体 

構成員 

副会長 

宇都木 法男 

一般社団法人 

ユニバーサル志縁社会創造センター

理事 

３ 関口  宏聡 

認定特定非営利活動法人 

シーズ・市民活動を支える制度を 

つくる会 代表理事 

４ 

区   民 

渡邊  政子 公 募 区 民 

５ 衣川  信子 公 募 区 民 

６ 竹井  陽一 公 募 区 民 

７ 

区内事業所の 

社会貢献部門 

経験者 

伊藤  清和 
元富士ゼロックス東京（株） 

ＣＳＲ部社会貢献推進グループ 

８ 
新宿区社会福祉

協議会職員 
高橋  麻子 新宿区社会福祉協議会事務局次長 

９ 

区 職 員 

針谷  弘志 総合政策部長 

10 加賀美 秋彦 地域振興部長 

11 平井  光雄 
危機管理担当部長 

（事業担当部長）  

 

-1-



新宿区協働事業提案制度による協働事業の評価を終えて 

 

新宿区協働支援会議では平成１８年３月に「協働事業提案制度の導入について」・「協

働事業評価制度の導入について」の２つの報告書を取りまとめ、新宿区長に提出しまし

た。協働事業提案制度は、この報告を受け、平成１８年度から導入されたものです。 

新宿区は、基本構想・総合計画でめざすまちの姿として「『新宿力』で創造する、や

すらぎとにぎわいのまち」を掲げ、まちづくりの６つの基本目標の一つとして、「区民

が自治の主役として、考え、行動していけるまち」、また、区政運営の６つの基本姿勢

として、「区民起点の区政運営」・「地域力を高める区政運営」・「参画と協働を基本に区

民の知恵と力を活かす区政運営」等を計画に定めています。協働事業提案制度は、こう

したまちづくりの基本目標等を達成するための具体的な取組みの一つであり、基本構想

に掲げる「新宿力」を形づくる一つの手法として「地域の力」と「多様性」を活かす仕

組みとなるものです。 

協働事業提案制度が推進されることで、多様な主体が担い手となり地域を支える「よ

りよい地域社会」が形成されると考えます。また、区民が様々な分野で参画する地域社

会づくりを進めていくためには、「ＮＰＯ等と区が実施する協働事業によって地域社会

にどのような変化が表れるのか」、「区民の生活の課題がどのように解決されていくのか」

を区民に示していくことが必要です。さらに、事業の計画段階から効果測定に至るまで、

それぞれのステージで客観的に評価を行い、事業実施に反映し、改善に繋げていくこと

が大切です。 

評価については、平成２４年度に実施した協働事業提案制度の見直しにより、評価委

員の拡大、評価委員による視察の導入、評価内容の変更等を行いました。特に、評価内

容の変更については、事業実施１年目は協働の視点により評価を行い、事業実施２年

目・３年目は、協働の視点に加え、「地域課題の解決」・「具体的な成果・効果」・「区民・

地域社会への波及効果」の視点で評価を行うこととしました。 

このような基本認識の下、事業実施１年目の協働事業を対象に、「計画」・「実施」・「反

省と改善」の３項目について評価を実施しました。 

採択時から定期的に打合せを行っており、適切な情報共有のもと、事業を進めている

ことが確認できました。目標として設定した参加者数を達成し、多くの人の防災意識向

上につながったものと評価します。 

今後も、区民の参画や地域との連携の下、協働のまちづくりが促進され、地域課題の

解決が図られ、多様な人々にとって新宿区がさらに暮らしやすいまちとなることを期待

します。 

本報告書は、新宿区協働事業提案制度実施要綱第１１条第２項に基づき、新宿区長に

報告いたします。 

新宿区協働事業評価会 

会長 久 塚  純 一 
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１ 協働事業評価の概要 

   

新宿区では、各主管課において多様な主体と様々な協働事業が進められており、

平成２８年度の協働事業進捗調査では、２６５に及ぶ事業が様々な協働形態で行わ

れています。その中で、協働事業提案制度により平成２８年度から実施されている

「地域防災の担い手育成事業」について１年目の評価を実施しました。 

 事業の評価については、平成１６年に策定した「地域との協働推進計画」が基本

目標として掲げる「多様で新たな区民ニーズへの対応」や「区民の参画意識と主体

的な区民活動の促進」、「行政の体質改善」に結びつく取組みになっているのか、ま

た、「相互理解」、「自主・自立性」、「対等の関係」等、６つの「協働の基本原則」

を十分踏まえ、事業の目標等が達成できたかといった点から評価を行いました。 

 協働の中身・質を高め、事業の目標や意図する成果を達成していくためには、協

働の当事者が、互いにプロセスや成果を確かめ、議論し合い、相互検証を行うとい

った、一つひとつの経験を積み重ねていくことが大切です。そして、「計画」・「実

施」・「反省と改善」といった各事業の場面における評価基準を定め、客観的にその

取組みの評価を行い、実施の場面で改善に繋げていくことが必要です。 

 そのため、評価にあたっては、事業実施団体と区担当課が、協働事業の開始時に

「事前確認書」を作成し、事業の目的や目標、想定する成果等を共有した内容の確

認を行い、協働事業の実施中に「協働事業自己点検シート」・「協働事業相互検証シ

ート」を作成し、事業の振り返りのために自己点検及び相互検証を行いました。 

これらの資料を基に、協働事業評価会が事業実施団体と区担当課へのヒアリング

を行い、第三者評価を実施しました。 

事業の評価結果については、９頁以降に記載のとおりです。 

 

２ 評価の目的 

   

協働事業の評価は、協働の意義を明確にするとともに、それぞれの事業の意図す

る成果の達成状況を明らかにすることを目的として行います。 

 〈協働の意義〉 

① 区民生活にとって効果的な事業を実施すること                              

② 協働を進めるＮＰＯ等と区が相互理解を進め、対等な関係を築いていくこと 

③ 区民の主体的な活動を推進しコミュニティの形成につなげていくこと 

④ 前例の踏襲や組織の縦割りの弊害など、これまでの区の仕事の内容や進め方

を見直す契機とすること 

⑤ 様々な主体の自立性を高め役割分担を明確にしていくこと 

⑥ 協働事業を発展させ、住民福祉の維持向上と住民自治を推進していくこと 

⑦ 区民ニーズに基づく予算化の優先順位をつけるための判断基準の一つにすること 

 

-3-



３ 評価の手法 

  

（１）評価の流れ 

事業実施団体と区担当課が作成した「事前確認書」を基本に、それぞれ「自

己点検シート」の記入を行い、双方の協力の下、「相互検証シート」を作成し

ます。また、評価時点までの事業の実施概要の提出を求めるほか、受益者から

の評価はアンケート等で把握します。 

     さらに、協働事業評価会委員による事業視察を行い、事業の進捗状況等につ

いても確認を行います。 

これらを評価資料として、協働事業評価会が両者にヒアリングを行い、評価

を実施します。 

 

（２）評価の項目 

１年目の評価については、「計画」・「実施」・「反省と改善」の事業プロ

セスごとに評価を行うとともに、総合評価を実施します。事業プロセスごとの

評価は、主に次の着眼点によって実施します。 

 

（３）評価の公開 

評価結果については、ホームページ等により、広く区民等に公開し、事業の

透明性を図り、更なる協働の推進に結びつけていきます。事業実施団体と区担

当課は、評価の結果により、課題が明らかになった場合には、双方の活動や事

業の実施に反映していくことが必要です。 
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■協働事業の評価にあたっての主な着眼点（１年目） 

 

協働事業評価項目 評価にあたっての主な着眼点 

④優れている ③適切である ②課

題はあるが、ほぼ適切である ①不

十分であり改善が必要 ○その他 

※評価は、協働することの意義を明確にするとともに、それぞ

れの事業の意図する成果の達成状況を明らかにすることを目

的に、事業実施者（事業実施団体と区の事業担当課）へのヒ

アリングにより行います。 

計 
 

画 

1 

事業における区民

ニーズや課題のと

らえ方 

地域ニーズや課題の共通認識での把握 

2 
事業の成果目標

の設定 

成果目標の明確化と共有、 

達成度を把握可能な成果目標の設定、 

費用対効果からみた事業計画の妥当性 

3 
協働の相手への

期待とその成果 

協働の相手方との問題意識の一致、 

対等なパートナーシップの確立、 

協働による相乗効果の把握と認識の一致 

4 
役割分担の決定

方法 

十分な意見交換のうえでの、協働を有効に機能させるための

役割・責任の分担の明確化 

実 
 

施 

5 

事業の進捗状況

や事業に関する

情報の共有 

事業の進捗状況の確認や意見交換の実施、 

必要に応じた協議のうえでの事業の進め方の軌道修正 

6 

協働の相手との

成果目標の達成

度などの話し合い 

 

目標達成に向けた取り組み状況の共有と検討、 

必要に応じた協議のうえでの目標達成のための手段の見直し

の実施 

反

省

と
改

善 

７ 
改善すべき内容

の把握 

改善方法の検討と共通理解、 

今後の事業展開に関する方向性の認識の一致 
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４ 評価の対象 

 

(１) 評価対象団体等 

① 協働事業提案制度による事業実施団体(特定非営利活動法人、市民

活動団体・ボランティア団体などの社会貢献活動団体。) 

② 区の事業担当課 

   

(２) 評価対象事業 

       協働事業提案制度による２８年度実施の１事業 

（平成２７年度に採択した実施１年目の１事業） 

   

（３） 評価対象期間 

      平成２８年４月～９月 

    （平成２８年度事業計画・９月末までの実施状況） 

 

  

  (４) 評価の実施経過 

平成２８年 

９月 

事業実施団体と区に自己点検・相互検証シート作成依頼 

事業実施団体と区がそれぞれに自己点検を実施 

９月４日 
協働事業評価視察会（於：都立戸山公園、新宿スポーツセンター）  

○「しんじゅく防災フェスタ２０１６」 

９月２６日 
事業実施団体と区が自己点検の結果をもとに意見交換し、相互

検証を実施 

１０月７日 
第５回協働事業評価会 

♦ヒアリング ２７年度採択１事業 

１０月２１日 

第６回協働事業評価会 

♦評価内容の調整・審議  

♦評価書作成方針確認  

１２月１６日 
第７回協働事業評価会 

 ♦評価報告書作成 

平成２９年 

１月２０日 

第８回協働事業評価会 

 ♦評価結果のまとめ 
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５ 協働事業評価実施事業 

 

【平成 27年度に採択、実施 1年目の事業】 

事業名 地域防災の担い手育成事業 
ﾋｱﾘﾝｸﾞ 

実施日 
平成 28年 10月 7日 

実施者 
実施団体 一般社団法人 ピースボート災害ボランティアセンター 

区担当課 危機管理担当部危機管理課 

事
業
目
的 

区政モニターアンケートをみると、東日本大震災発生時に一時高まった防

災意識は時間の経過とともに年々低下しており、また、地域での防災訓練等

においても若者世代、子育て世代及び外国人等の参加等が低い状況にあ

る。 

首都直下地震発生の切迫性が指摘されている中、発災時に大切な生命・

財産を守るためには、幅広い年齢層及び外国人等への防災・減災意識の啓

発及び災害時に率先して災害応急活動に取り組むことができる人材を育成

することが必要となる。このため、楽しみながら防災について学ぶことのできる

防災イベントと、地域防災の担い手育成プログラムをあわせて実施し、地域防

災力の向上を図る。 

事
業
概
要 

①防災意識向上を目指したイベントの実施事業 

「防災の日（9月 1日）」の直後の週末である 9月 4日(日)に“地域と住民の

ための防災減災イベント”として、「しんじゅく防災フェスタ 2016」を実施する。

今年度は、特に「親子、若者、外国人層」をメインターゲットに各種防災・減災

プログラムを提供し、楽しみながら防災への意識を高める機会を提供する。な

お、本イベントの企画立案・実施にあたっては、区内で活動する組織(社協、

NPO/NGO、企業等)から成る実行委員会が担うほか、準備・当日の運営につ

いては、区内に在住・在勤・在学者を対象に募るボランティアを積極的に活

用する。 

②地域の防災減災担い手育成プログラム事業 

災害発生時の新宿区において、率先して災害対応にあたることのできる人材 

の確保、育成を目的とし、上記イベントの準備期間から区内在住・在勤・在学 

者を対象に、ボランティアを募集する。ボランティアは、イベントの準備・広報 

に携わるだけでなく、防災・減災や地域について学ぶ各種セミナーを受講す 

ることで、地域防災の担い手としての知識と経験を身につけてもらう。 
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目
標
・
成
果 

「しんじゅく防災フェスタ 2016」実行委員会には、区内で活動するマルチセ

クターが参画することで平時において顔の見える関係が構築されるため、発

災時のスムーズな連携が可能となる。なお、イベントには親子、若者、外国人

層を中心に 2,000 名以上、ボランティア（担い手）は「運営ボランティア」「語学

ボランティア」「当日ボランティア」「ブース出展者」などのべ 100名以上を目標

とする。実行委員会、ボランティア（担い手）、イベント来場者それぞれの関心

に合わせ、地域防災に関する意識と知識を向上させることができる。 

上記記載内容は、事前確認書をもとに作成 
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６ 協働事業の評価結果 
 

● 総合評価 

 

Ａ 協働事業として適切で優れていると評価できる。 

Ｂ 協働事業として適切であるが、一部改善することでさらなる発展が期待

できる。 

Ｃ 協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。 

Ｄ 協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。 

Ｅ 協働事業としては不十分であった。 

 

・総合評価コメント 

 

いつ起きてもおかしくない首都直下地震やさまざまな災害に備え、区では地域の防災

力向上を図るための取り組みや自主防災訓練への積極的な支援を行っていますが、防災

訓練の参加者が少ないことや防災区民組織の高齢化などが課題となっています。 

この事業は災害への備えや防災訓練に参加することの少ない親子や若者をはじめとす

る幅広い年齢層が参加しやすいイベントを開催し、楽しみながら防災への意識向上を図

るものであり、課題をとらえているものと評価します。また、外国人住民の多さや昼夜

間人口の差など、新宿区の特性についても踏まえたイベントとなっている点も評価でき

ます。 

事業の実施にあたっては、昨年度に採択が決まって間もなく、団体と区担当課間で打

合せを始め、４月からは他の関係団体も含めた実行委員会という形式で打ち合わせを重

ねてきました。その結果、目標として設定していたイベントの参加者数・ボランティア

従事者数を達成できたことは評価できます。 

一方で、この事業が目指しているところは、イベントに参加したことによる区民一人

ひとりの防災意識の向上や行動の変化、さらにはボランティアの育成による地域防災力

の向上にあります。そのため、本事業へ関わった方にどのような変化が見られたか、ア

ンケート等により確認することが必要です。また、ボランティアの方々に対しても、今

後、どのように継続して関わっていただくかについて、団体と区担当課がそれぞれ検討

していくことが必要です。 

本事業を通じて、区民・町会・ＮＰＯ等様々な団体が連携し、一体となって地域防災

力の向上に向けたネットワークが構築されていくことを期待します。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ

Ｂ

Ｄ 
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● 項目別評価 

 ４＝優れている ３＝適切である ２＝課題はあるがほぼ適切である 

 １＝不十分であり改善が必要 

 

協働事業評価項目 評価指標 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方 ４・３・２・１ 

② 事業の成果目標の設定 ４・３・２・１ 

③ 協働の相手への期待とその成果 ４・３・２・１ 

④ 役割分担の決定方法 ４・３・２・１ 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有 ４・３・２・１ 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの 

話し合い 
４・３・２・１ 

反省と

改善 
⑦ 改善すべき内容の把握 ４・３・２・１ 
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・評価コメント 

協働事業評価項目            評価点 

計画 

① 事業における区民ニーズや課題のとらえ方          ３ 

いつ起きてもおかしくない首都直下地震やさまざまな災害に備え、区では地域

の防災力向上を図るための取り組みや自主防災訓練への積極的な支援を行ってい

ますが、防災訓練の参加者が少ないことや防災区民組織の高齢化などが課題とな

っています。 

その中で、本事業は災害への備えや防災訓練への参加をすることが少ない親子

や若者をはじめとする幅広い年齢層が参加しやすいイベントを開催し、楽しみな

がら防災への意識向上を図るものであり、課題をとらえていると評価します。 

また、外国人住民の多さや、昼夜間人口の差など、新宿区の特性についても踏

まえたイベントとなっており、課題をとらえているものと評価できます。 

来場者やボランティアスタッフ等の意見についても積極的に把握し、地域防災

の担い手の育成に、より一層つなげていくことを期待します。 

 

② 事業の成果目標の設定                   ２ 

 成果目標として、イベントへの参加者数やボランティアの参加者数を設定して

おり、客観的で達成度を把握できるものと評価します。 

 一方、この事業が目指しているところは、イベントに参加したことによる区民

一人ひとりの防災意識の向上や行動の変化、さらにはボランティアの育成による

地域防災力の向上にあります。そのため、上記の成果目標の他、イベント参加者

やボランティア従事者にどのような意識の変化があったかアンケート調査を行う

など、この事業がどれほど地域防災力の向上に寄与しているかを確認するための

指標も設定することが必要です。 

 

③ 協働の相手への期待とその成果               ２ 

事業の採択時から、実施に向けて定期的な打ち合わせを行っています。区担当

課は事業の企画からそのネットワークの活用、さらにはスタッフとしてイベント

に参加する等、事業の成功に向けた積極的な姿勢がみられる点、評価できます。 

 多様な主体からなるイベントとしては、行政側のネットワークを生かした団体

の参加が目立つ一方、ＮＰＯ団体の参加に課題が残ったと考えます。本事業は様々

な団体を巻き込み、一体となって実施していくことが重要です。より多くのＮＰ

Ｏ団体が参加できるよう、団体はそのネットワークを生かし、他の防災関連のイ

ベントとは異なる事業となるよう、取り組むことが必要です。 

 

④ 役割分担の決定方法                    ２ 

役割分担の決定については、事業の採択時から実施に向けて定期的な打ち合わ

せを行っており、適切な役割分担について意見交換が行われているものと評価で

きます。 

-11-



 

 

 

一方、③で述べたとおり、団体の持つネットワークの活用という点では課題が

残りました。コミュニケーションは円滑にとられており、今後、協働を有効に機

能させるための役割分担という視点も踏まえ、検討することが必要です。 

 

実施 

⑤ 事業の進捗状況や事業に関する情報の共有          ２ 

事業の採択時から定期的な打ち合わせを行っており、また、イベントの事前・

事後にも打ち合わせが行われるなど、団体と区担当課においては適切な情報共有

ができているものと評価します。 

一方、本事業の実施に当たっては、ＮＰＯ・ボランティア・企業等多様な主体

が関わっていますが、それぞれ本事業の意義についてどの程度理解していたでし

ょうか。それぞれが役割を認識し、事業を実施していく必要がある点、課題が残

ります。本事業は団体と区担当課が中心となって実行委員会を開催しているため、

そのような機会をとらえ、本事業の意義を積極的に周知していくことが必要です。 

 

⑥ 協働の相手との成果目標の達成度などの話し合い       ３ 

定期的に意見交換を行い、成果目標や課題も共有されているものと評価できま

す。また、成果目標として設定したイベントの参加者数・ボランティア従事者数

も達成できています。 

今後は、アンケートなどで参加者や従事者の声を拾うことにより、本事業が地

域防災の担い手の育成にどのように寄与しているかについても団体と区担当課で

認識を共有し、事業を展開することを期待します。 

 

反省と 

改善 

⑦ 改善すべき内容の把握                   ２ 

 イベント終了後すぐに振り返りを行っており、団体と区担当課の双方が今年度

の反省と今後の方向性や改善すべき内容について把握しているものと評価できま

す。また、来年度の実施に向けて、既に取り組みがみられる点も評価できます。 

今後、事業を進めるにあたっては、本事業への参加者や従事者の活用について

検討する必要があります。特に、ボランティアについては、地域防災の担い手と

いう視点からも特に重要な人材となりますので、団体・区担当課それぞれが一致

した認識のもと、今後の活用方法について検討することが必要です。 
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【参考資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協働事業事前確認書（様式）   Ｐ１４ 

 

協働事業自己点検シート（様式） Ｐ１５ 

 

協働事業相互検証シート（様式） Ｐ１８ 

 

ヒアリング時提出資料      Ｐ２０ 
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協働事業提案制度による　　　年度実施事業　事前確認書

協働により
期待される

効　果

事業目標・
想定される
事業成果

事業の目的

作成日 　　　年　　月　　日

事業名

実施者
区担当課

２年目実施に
あたっての

改善点

※実施２年目の事業のみ記入
（昨年度の協働事業評価で指摘された課題への対応も含めて記入してください。）

事業の概要

団体名

１年実施し
て把握した
課題・問題点

事業の受益者
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□ □

事業目標・
想定される
事業の成果

想定される
事業の受益者

現時点⇒

区担当課

氏　名：

団体 区担当課 連絡先：

現時点⇒

記入日 記入者 記入責任者

　　年　　月
※どちらかをチェックしてください

年　　月から　　　年　　月まで実施期間

※想定される事業成果や受益者について事業実施過程で変更が生じた場合は、現時点欄に記入して
ください。

事業名

事業の実施者
団　体

 事業の概要

事業の目的

《協働事業自己点検シート》１年目用
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５＝十分に達成された（80％以上） ４＝ほぼ達成された（60％～80％）

３＝課題があるものの概ね達成された（40％～60％）

２＝ほとんど達成されなかった（20％～40％）１＝まったく達成されなかった（20％未満）

Ⅰ　協働事業の計画づくり

4

5Q7
協働で行う意義や必要性を相互で検討・確認した
計画となりましたか。

Q1 5

1

1

24

35

1

4

4

Q4 3

2

1Q9

3

3

3

4

4

3

4

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

5

お互いの特性や立場の違いを理解して計画づくり
を進めましたか。　　　　　　　　（相互理解）

1

23

Q8

Q5

役割分担や責任を相互に検討・確認した計画とな
りましたか。

1Q2

1

45

お互いが役割を自覚して、自立的な事業展開がで
きるように、計画づくりを進めましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　  （自立化）

1

お互いの特性を生かしつつ、地域ニーズや課題を
的確にとらえた計画となりましたか。

5

事業目的を相互に確認し明確にして、計画づくり
を進めましたか。　　　　　　　  （目的共有）

2

　ここでは、事業を実施するための計画づくり・仕様づくりの段階での協働の取り組みについて評価し
てください。

＊Ⅰ・Ⅱは、協働の取組みを５段階で評価してください。

5

3

①計画づくりのプロセスで双方がどのように協力して取り組みましたか。

評　　価項　　目

率直な意見交換のもとに、対等な立場で計画づく
りを進めましたか。　　　　　　　    （対等）

5

②協働事業の質・効果の向上に向けて、どのように計画を検討しましたか。

項　　目 評　　価

2

2

2 1

お互いの自主的な発案を尊重しあって計画づくり
を進めましたか。　　　　　　  （自主性尊重）

2Q3

費用に対する効果を相互に検討・確認した計画と
なりましたか。

3

Q6

5

24
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Ⅱ　協働事業の実施

3

14

3

お互いの特性を発揮して、適切な解決策を見いだ
し、課題を解決できていますか。

3

4

5

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

2

お互いの特性を発揮して、持てる力を自主的・
効果的に出し合いながら事業を進めていますか。
　　　　　　　　　　　　　　  （自主性尊重）

15 4

4

4

1

1

5

2

①事業を進めていくプロセスで双方がどのように協力して取り組んでいますか。

Q11

1

5
お互いが役割を自覚し、過度に依存することなく
事業を進めていますか。　　　　　　（自立化）

評　　価

Q17

2

1

率直な意見交換のもとに、対等な立場で事業を進
めていますか。　　　　　　　　　　　（対等）

2

Q12

1

3

Q10

項　　目

3

　ここでは、事業の実施段階での協働の取り組みについて評価してください。

協働で実現する目標を相互に検討・確認をした計
画となりましたか。

24

Q15

5

2

3

35 2

お互いの特性や立場の違いを理解して、事業を進
めていますか。　　　　　　　　　（相互理解）

事業の目的をお互いが理解し、共有しながら事業
を進めていますか。　　　　　　　（目的共有）

Q13

項　　目 評　　価

14

4

事業の進捗状況に応じて、必要な情報を共有・活
用できていますか。

35

2

②事業の質を高めるためにどのような取り組みを行っていますか。

Q14

Q16

上記項目の主な評価理由・補足説明などを記入してください。

5
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年 月 日

・団体名：

・記入責任者

氏　名：

連絡先：

・部署名： ・部署名：

・記入責任者 ・記入責任者

氏　名： 氏　名：

連絡先： 連絡先：

区担当課

《協働事業相互検証シート》１年目用

事業の概要

記入者

提
案
団
体

区
担
当
課

事業名

記入日

事業の目的

事業の受益者

 
事業の実施者

団　　体
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事業の計画づくり

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

事業実施

【共有できたこと】

【認識に違いがあったこと】

【改善に向けた取組み】

●自由意見

（協働して事業計画（仕様）をつくるにあたり、お互いに共有できたことや認識に違いがあったことはどのようなことで
すか。また、認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきますか。）

（協働して事業を実施した結果、お互いに共有できたことや認識に違いがあったことはどのようなことですか。また、
認識の違いを改善するために、今後どのように取り組んでいきますか。）
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しんじゅく防災フェスタ 2016 実績（9 月時点） 

 

１ 日時 平成 28年 9月 4日（日）10:00～17:00  

２ 場所 都立戸山公園、新宿スポーツセンター 

３ 目的 防災について楽しみながら学べるイベントを実施し、幅広い層が防災・減災に興味を持つきっ

かけをつくる 

４ 対象 新宿区在住・在勤・在学者など 

  ※H28年度は特に親子・若者・外国人層の参加を促す 

５ 参加人数 約 3,000名（各プログラムの参加人数は別紙参照） 

６ 内容 ※別紙プログラムを参照 

７ 主催 しんじゅく防災フェスタ 2016実行委員会 

８ HP・SNS 公式ホームページ：http://bosai-festa.com/ 

   公式 Facebook：https://www.facebook.com/shinjukubosaifesta2016/ 

 

■関係団体（法人格等は省略） 

（実行委員会） 新宿区危機管理課、ピースボート災害ボランティアセンター、新宿区社会福祉協議会 

  東京都公園協会、東京 YMCA、難民支援協会、東京土建新宿支部チーム NAMAZU 

  東京都助産師会 新宿中野杉並助産師会地区分会 

（ 協 力 ） 新宿区町会連合会（広報協力）、新宿消防署（企画・広報協力）、プラス・アーツ（企画協力） 

目白大学社会学部メディア表現学科（撮影・広報協力） 

Earth Literacy Program（企画協力）、熊本県東京事務所（ブース・企画協力） 

グリーンバード新宿チーム（ボランティア協力）、豊南高校手話部（ボランティア協力） 

（ 協 賛 ）  伊藤園新宿支店（物品提供）、スターバックスコーヒー（物品提供）、UMCOR（助成金協力） 

  IP-Net株式会社（物品貸出）、防災・減災日本 CSOネットワーク（助成金協力）  

（ブース出展） 東京ガス中央支店、東京電力パワーグリッド東京総支社、NTT東日本、新宿警察署 

  陸上自衛隊第 1普通科連隊、新宿区防災都市づくり課、日本気象協会、東京都公園協会 

  新宿区防災サポーター、伊藤園新宿支店、熊本県東京事務所、ほやほや学会、JCI 

スィゥミャンマー、高田馬場福祉作業所「まりそる」、マルマル、新宿区社会福祉協議会 

世界の医療団、椿の学びづくり推進協議会／環境復興機構、パルシステム東京 

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン、東京土建新宿支部／チームNAMAZU 

東京都助産師会 新宿中野杉並助産師会地区分会 

■メディア掲載  

7/18 NHK「首都圏ニュース」／9/2 NHK「ひるまえほっと」／9/5 朝日新聞・地域面 

9/12～9/18 JCOM「デイリーニュースダイジェスト」、その他各種インターネットニュースサイト等 

＜後日掲載・放送予定＞ 

・防災啓発番組、公式プロモーション映像 （目白大学社会学部メディア表現学科「めじ TV」）  

・「地震に備える」「地震が発生したら」「避難生活の心構え」（映学社） 

・高校生用映像教材「これから始める高校生のボランティア活動」 

（日本コロムビア株式会社、株式会社ゴッチ） 

 

資料１ 

ヒアリング時提出資料 
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地域防災・減災の担い手育成 実績（9 月時点） 

 

１ 目的 「しんじゅく防災フェスタ 2016」の準備・広報活動等への参加を通して、災害時に率先して

災害対応に当たることのできる人材の確保、育成を行う 

２ 募集期間 平成 28年 4月～8月 ※一部、3月に募集開始  

  研修期間 平成 28年 4月～平成 29年 3月 

３ 募集種類 A）フェスタ運営ボランティア：事前研修にも参加、当日のボランティアリーダー等 

  B）語学ボランティア：フェスタ当日の通訳・翻訳、コミュニケーションサポート 

  C）当日ボランティア：フェスタ当日の設営・企画・運営サポート・片付け等 

  D）ブースボランティア：各ブース出展団体の職員・ボランティア等 

４ 募集条件 防災・減災に関心があり、積極的に活動したい方 

  区内在住、在勤、在学のいずれかに該当する方（その他も受け入れ） 

18歳以上（当日ボランティアは 15歳以上） 

事前の説明会、フェスタ当日の活動に参加できる方 

５ 募集方法 「しんじゅく防災フェスタ 2016」公式ホームページ、Facebook 

  実行委員会団体の職員、団体登録ボランティア・会員等 

  インターネット情報ポータルサイト、区内の大学生ボランティアサークル 

  新宿区社会福祉協議会「災害ボランティア養成講座 スキルアップ編」受講者 

  ピースボート災害ボランティアセンター「災害ボランティア・トレーニング」受講者 

６ 研修内容 4/29(金) わが家の災害対応ワークショップ 参加：10名 

5/22(日) 新宿区の被害想定と学校避難所視察（四谷中学校）参加：11名 

6/26(日) 多文化共生防災まち歩き 参加：19名 

7/18(月) 熊本支援NGO合同報告会 参加：14名 

9/04(日) しんじゅく防災フェスタ 2016当日の各防災・減災プログラム 

10月以降 各地区の避難所防災訓練への参加呼びかけ 

※その他、わが家の災害対応ワークショップ講師養成、子ども向け防災プログラム「イザ！カ

エルキャラバン模擬練習会」、「災害ボランティア入門」講座（期間問わず） 等 

 

■ボランティア参加人数（フェスタ当日不参加者は除く） 

合計 219名 

 ・運営ボラ：21名（ボランティアリーダー13、広報 5、防災教育 3） 

・語学ボラ：29名（英語 12、中国 3、ポルトガル 1、アラビア 1名、やさしい日本語 1、手話 11） 

・当日ボラ：125名 

（団体：東京土建チーム NAMAZU、東京 YMCA、グリーンバード新宿チーム、早稲田 POST） 

・ブースボラ：36名 

・その他：撮影ボラ 8名（目白大学社会学部メディア表現学科「めじ TV」） 

 

           以上 
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4
3
0

被
害

想
定

と
避

難
所

視
察

　
5
/
2
2
（
日

)1
4
0
0
-
1
6
0
0

多
文

化
共

生
防

災
街

歩
き

　
6
/
2
6
（
日

）
1
3
0
0
-
1
7
3
0

熊
本

地
震

N
P

O
報

告
会

　
7
/
1
8
（
祝

）
1
4
0
0
-
1
6
0
0

カ
エ

ル
キ

ャ
ラ

バ
ン

模
擬

8
/
2
5
（
木

）
P

M

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

勉
強

会
②

　
災

害
ボ

ラ
入

門
　

6
/
1
9
（
日

）
 1

3
0
0
-
1
6
0
0

防
災

W
S
講

師
養

成
（
7
/
1
7
）

ボ
ラ

説
明

会
運

営
（
7
/
2
4
）

防
災

W
S
練

習
（
8
/
8
,1

1
）

ボ
ラ

説
明

会
運

営
（
8
/
7
）

運
営

ボ
ラ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

自
己

紹
介

・
目

標
設

定
　

5
/
2
2
（
日

)1
6
0
0
-
1
7
0
0

チ
ー

ム
分

け
　

6
/
2
6
（
日

）
 1

3
0
0
-
1
7
3
0

各
チ

ー
ム

進
捗

・
懇

親
会

　
7
/
2
4
（
日

）
1
3
0
0
-
1
6
0
0

実
行

委
員

会
参

加
　

8
/
2
1
(日

) 
1
4
0
0
-
1
6
0
0

実
行

委
員

会
参

加
　

9
/
3
（
土

）
1
4
0
0
-
1
5
0
0

振
り

返
り

会
次

年
度

再
登

録

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計

本
番

本
番

当
日

企
画

へ
の

参
加

協
力

内
容

別
に

準
備

実
行

委
員

会
参

加
希

望
の

確
認

中
間

評
価

イ
ベ

ン
ト

清
算

防
災

訓
練

参
加

実
行

委
員

会

協
力

団
体

声
か

け

振
り

返
り

会
＆

次
年

度
検

討

中
間

評
価

避
難

所
訓

練
案

内

資
料
４
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「
地
域
防
災
の
担
い
手
育
成
事
業
」
 
（
新
宿
区
協
働
事
業
）
  

地
域
防
災

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

 
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

し
ん
じ
ゅ
く

 
防
災
フ
ェ
ス
タ

 
2
0
1
6
 

家
庭
・個

人
・外

国
人
の

 

防
災
対
応
力
の
向
上

 

地
域
防
災
活
動
の
支
援

 

地
域
防
災
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
6
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
若
年
層
及
び
外
国
人
等
の
幅
広
い
年
齢
層
が
参
加
し
や
す
い
体
験
型
の
防
災
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
、
住
民
主
体
の
地
域
防
災
活
動
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
、
参
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 
（
今
年
度
に
第

1
回
を
実
施
し
、

3
0
年
度
の
第
３
回
ま
で
実
施
予
定
）

 
★

 幅
広
い
世
代
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
啓
発

 

防
災
イ
ベ
ン
ト
（
し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ

2
0

1
6
）
を
通
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
・

若
年
層
・
外
国
人
な
ど
地
域
防
災
に
関
心
の
低
い
区
民
に
対
し
、
楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
学

ぶ
場
や
機
会
を
提
供
し
、
家
庭
の
防
災
力
の
向
上
と
防
災
訓
練
な
ど
地
域
の
防
災
活
動
へ
の

参
加
に
つ
な
げ
て
い
く
。

 

★
 地
域
防
災
の
担
い
手
育
成

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
本
地
震
で
も
人
手
不
足
か
ら
課
題
と
な
っ
た
、
避
難
所
の
運
営
支
援
や
倒
壊
家
屋
の

瓦
礫
処
理
の
手
伝
い
等
地
域
の
災
害
応
急
活
動
の
支
援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
行

う
。

 

①
 し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
6
 
 
②

 地
域
防
災
の
担
い
手
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

開
催
日
時

 
９
月
４
日
（日
）
 午
前

1
0
時
～
午
後

5
時

 

開
催
場
所

 
都
立
戸
山
公
園
及
び
新
宿
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

 

参
加
者
（想
定
） 

2
,0

0
0
名

 
 

開
催
内
容
（予
定
） 

 
消
火
訓
練
、
親
子
の
防
災
体
験
、
災
害
科
学
実
験
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
防
災
ク
イ
ズ
、
防
災
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
東
北
復
興
ブ
ー
ス
等

 

し
ん
じ
ゅ
く
防
災
フ
ェ
ス
タ
の
準
備
・
広
報
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
地
域
の
防
災
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
。

 

地
域
防
災
の
担
い
手
候
補
育
成
（
2
0
名
程
度
）
 


フ
ェ
ス
タ
の
企
画
・運
営
を
通
し
て
、
防
災
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
る

 


5
月
か
ら
月

2
回
程
度
、
防
災
・減
災
に
関
す
る
研
修
を
実
施

 

一
般
的
な
災
害
対
策
活
動

 

避
難
所
訓
練
へ
の
参
加

 

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
1
0
0
名
程
度
） 


イ
ベ
ン
トの
準
備
や
当
日
の
み
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

イ
ベ
ン
ト終
了
後
に
は
、
翌
年
度
の
企
画
・運
営
ス
タ
ッ
フ
へ
の
参
加
を
促
す

 
 
※
２
９
年
度
は
、
地
域
防
災
の
担
い
手
候
補
育
成
に
つ
な
げ
る

 

今
後
の
展
開

 
～
防
災
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
6
-
2
0
1
8
～

 

防
災
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
幅
広
い
世
代
へ
の
防
災
意
識
の
普
及
啓
発
を
行
う
。

 

H
2
8
年
度

 

幅
広
い
世
代
を

対
象
と
し
た

 
イ
ベ
ン
ト 

H
2
9
年
度

 

災
害
時
要
配
慮

者
を
対
象
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
 

H
3
0
年
度

 

地
域
と
連
携
し
た

 
イ
ベ
ン
ト
 

ゴ
ー
ル

 

地
域
の
防
災

 
対
応
力
の
向
上

 
地
域
防
災
の
担

い
手
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム

 

地
域
防
災
の
担

い
手
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム

 

目
的

 

事
業
内
容

 

避
難
所
運
営
管
理
訓
練

へ
の
参
加

 

幅
広
い
世
代
へ
の

 
防
災
知
識
の
普
及

 

防
災
対
策
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り

 
地
域
防
災
の
担
い
手

 

災
害
時
の
地
域
防
災
活
動

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成

 

平
成

2
8
年

6月
時
点

 

地
域
防
災
の
担

い
手
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム

 

資
料
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